
　

次の課題へとつながる振り返り

・基本的な生活習慣、学習習慣　　　・各教科で身に付けさせたい力
・学んだことを生活や学習に活かす力・問題解決能力
・自己を振り返り、生き方を考える力

自分の考えを広げる力 互いの考えを深める力

自分の考えを可視化できる教具の活用
やペア、グループ学習を取り入れた集
団での対話活動

他教科との関連が見える教室掲示

〈特別活動〉
・自主的実践的な態度を養
　う。なかよし学級,委員
　会,クラブ(異学年交流),
　学級活動および係活動を
　進める。

〈進路指導〉
・児童一人一人が,学年に応
　じてめあてをもち,自己実
　現を図ることができるよ
　う指導助言する。

〈保健指導〉
・自分の体や健康について
　関心を高め,自ら考えて,
　健やかな成長を願った行
　動ができるよう指導助言
　する。

〈外国語〉
・グローバル化に対応した人材
  を育てるため、英語の活用能
  力を養い、コミュニケーショ
  ンの基礎を身に付けられるよ
  うな学習指導を行う。

自分のこととして振り返り、生
活に生かす

互いの考えの意味を考えることで自己
の考えを深めいく対話活動
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〈国語科〉
・読む活動を多様に示し,学習へ
　の意欲を喚起させる。
・言語能力を高め,｢読む｣｢書く｣
　の技能の習得を目指し,個に応
　じた指導を行う。
・コミュニケーション能力の育
　成のため,｢聞く｣｢話す｣活動の
　充実を図る。

教育目標
○元気な子ども
○考える子ども
○思いやる子ども

〈総合的な学習の時間〉
・人とかかわる力を高め,自
　ら学び考える力を育てる
　ため多様な直接体験や探
　究活動の充実を図る。
・主体的･創造的な態度
・かかわり合う力
・情報活用能力

○東京都教育委員会の目標
○練馬区教育委員会の目標

○学校･地域の実態
○地域の期待や願い
○保護者の期待や願い
○期待される児童像

〈学力調査の結果から〉
問題を発見する力,応用適用する力を伸ばす
ために,各教科において体験活動を重視す
る。

指導の重点 指導の重点
〈生活科〉
・多様な体験の中から,自分
　たちのくらしをよりよく
　していくために考え,行動
　する力を養う。
・家庭,地域の方に協力して
　もらい活動を充実させる。

〈道徳教育〉
・全教育活動を通し,異なる
　立場の人への理解を深め
　人間尊重の精神を高揚さ
　せて,よりよい人間関係を
　育てる。

〈社会科〉
・事象を通して自分なりの考え
　をもつ能力の育成のために,問
　題解決的な学習,体験的な学習
　と振り返りの充実を図る。

〈算数科〉
・算数的活動の充実を図り,学び
　合いの場を設定する。
・基礎･基本の定着を図るため,
　ティｰムティｰチングや個に応
　じた指導,習熟度別指導の工
　夫をする。 〈生活指導〉

・あいさつ指導の充実
・家庭･地域との連携を図り
　理解を深める。
・自分の身は自分で守る安
　全指導の充実を図る。

〈理科〉
・科学的な見方や考え方の育成
　のため観察や実験等の直接体
　験、振り返りの充実を図る。

　本校では,児童が自ら生活の中にある問題を見いだし、主体的に問題
解決する力を育てることが大切であると考えている。
　今年度は、自ら問いをもち、主体的に問題解決に臨めるような課題
設定の工夫、必然的に対話が生まれる学習環境の設定の工夫、教師や
児童同士の関わりから学びを深める工夫を考えていく。また、児童同
士が自他の考えを認め、学びを振り返られるような授業づくりを行
う。対話を通した一つの学びが次の学びへつながることを意図し、重
視していく。児童も教師も学びの変容を実感できる展開、発問、振り
返りの充実を図っている。

〈音楽科〉
・音楽を愛好する心情と音楽に
　対する感性を育てるため多様
　な表現,鑑賞の活動を工夫す
  る。

校長の経営方針(学力に関する事項)
○これからの社会の担い手となる児童に生きて働く力を付けさせる授業づくり
　アクティブラーニングの手法を取り入れた思考力・判断力・表現力の育成を行う。道徳や
外国語、プログラミング教育、タブレットパソコンを活用した教育など新しい内容の理解を
進めたり、分かる授業を進めたりする。また、習熟度別授業の充実、交換授業や合同授業の
実施、人権教育、キャリア教育等,指導体制の工夫改善･授業の充実を図る。

本年度の重点
  〇必然的に対話をする。(学び合い,対話することができる)

  〇自分の考えを広げる。
     (教材や経験を生かして自分の考えをもつ)

  ◎互いに考えを深める。(互いの考えを認めあうことができる)

確かな学力

・学校公開日,授業参観
　日を設定し,アンケー
　トを行い,学校関係者
　評価の参考とする。
・保護者に向けて12月
　に学校評価アンケー
　トを行い,教育活動の
　改善に生かす。
・道徳授業地区公開講
　座を実施する。
・社会科や総合的な学
  習の時間の学習を深
  化・統合するため
  に、地域農家をゲス
  トティーチャーとし
  て活用する。
・学校地域連携事業を
　進め、地域人材を活
　用する。（地域未来塾）

・小小、小中の交流を
　通して児童、生徒指
　導についての情報交
　換をする。
・小学校,中学校の指導
　のよさと課題をつか
　み、互いのよさをそ
　れぞれの指導に生か
　す。
・課題改善カリキュラ
　ム立案をし,9年間の
　学びの連続性を意識
　した授業を実践す
  る。

小中一貫教育の視点

田柄第二小学校の授業改善に向けた視点

〈図画工作科〉
・創り出す喜びを知り,豊かな情
　操を養うため,様々な造形的な
　活動を工夫する。

〈家庭科〉
・日常生活に必要な基礎･基本の
　力の定着を図るため,問題解決
　的な学習指導や個に応じた授
　業の工夫をする。

〈体育科〉
・運動に親しむ資質や能力を育
　て,体力向上を図るため,健康
　や安全に留意し,運動量の確保
　に取り組む。

・体験的,問題解決的な
　学習を重視する。
・児童の実態に応じ
　た学習指導を行う。
　(習熟度別授業の工
夫)
・基礎的基本的な知識
　や技能を体系的に身
　に付けさせるための
  モジュールの時間を
  設ける。
・読書活動の充実のた
　め,読書旬間を設け
　る。
・学校図書館管理員の
　協力を得ての授業や,
　図書ボランティアに
　よる読み聞かせを行
　う。

・習熟度別指導を工
　夫する。
・夏季休業中に学力
　補充教室を行う。
・年間2回の読書旬
  間を実施する。
・土曜授業や弾力的
　な授業時間の運用
　を計画的に行い授
　業時数の確保をす
　る。

・３部会の分科会を設
　定し、組織的に研究
　授業に臨む。
・各学年１回の研究授
　業を行い、教員の授
　業力を高め学力の向
　上を図る。
・田柄中,田柄小との小
　中一貫教育実践校と
　して,研究の充実を図
　る。
・年間指導計画の見直
　しを実施する。
・長期休業を中心に,
　職員研修を充実させ
　る。(パソコン研修,
　特別支援教育研修,
　OJT等の推進)

・1時間の授業
　前と後を振
　り返らせ,自
　己評価させ
　る。
・児童の意識
　調査を数回
　行い,学ぶ意
　欲の変容を
　確認して,年
　間指導計画
　に反映させ
　る。
・自己点検
　シートや授
　業観察シー
　トを用いて
　授業の改善を
　図る。

指導内容･
指導方法の工夫

教育課程
編成上の工夫

家庭や地域社会との
連携の工夫

校内における研究や
研修の工夫

評価活動の
工夫

対話を通して、学びを広げ、深めるための児童の育成
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　座を実施する。
・社会科や総合的な学
  習の時間の学習を深
  化・統合するため
  に、地域農家をゲス
  トティーチャーとし
  て活用する。
・学校地域連携事業を
　進め、地域人材を活
　用する。（地域未来塾）

・小小、小中の交流を
　通して児童、生徒指
　導についての情報交
　換をする。
・小学校,中学校の指導
　のよさと課題をつか
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